
































　 1.期 間　平成19年4月9日 から平成19年10月30
　　日までの129日 間(看 護師出勤 日)
　 2.方 法
　　 1)記 録か ら利用 目的を整理 し項 目別(1名 で複
　　　数の利用 目的可)に 分けた。




　　 利用状況 は表1の 通 りである。利用 日は、デイ ・
　　ケアの日99日 間中96日 で、デイ ・
　　 ケアのない水曜 日は30日 間中2日 だった。1日 の
　 平均利用人数は47人 であるが、水曜日を除 くデイ・
　　ケア利用 日に限ると6.1人(22.2%)で ある。血圧
　 測定 日に利用者が集中 し、これを除いた月 ・火 ・金
　　の利用者数の平均 は2.6人(9.6%)で あった。
　　 利用目的では多い順から血圧測定(355件)休 養(72
　 件)軟 膏処置(71件)体 重測定(37件)傾 聴(21件)
　 消毒などの処置(18件)で あった。その他の項 目の




　　 事例1、A氏 男性58歳(統 合失調症 ・入院歴有)
　 平成14年 よりデイ ・ケア通所。認知症の母 と2人
　 暮らしで同じ敷地内の兄夫婦が面倒を見ていた。平
　 成19年2月 母が入浴中に亡 くなっているの を本人
　 が発見 した。その直後は本人からの訴えはなかった。
　　4月 になり本人か ら体の痒みで毎 日母に背中に軟膏
　　を塗ってもらっていた との訴えがあ り、デイ ・ケア
　　に来 た日は処置室で背中に軟膏を塗 る時母のな く
　　なったショック等を話 してい く。
　　　事例2、B氏 男性34歳(統 合失調症 ・入院歴有)
　　平成12年 よりデイ ・ケア通所。自分が したい事が
　　うまくいかない不全感や、いやな体験 を思い出す事
　　が頻繁にあ り、デイ ・ケア担当に相談 し落ち着いて
　　いた。今年度担当が転勤になってか ら話を聞いて欲
　　しい と処置室 を利用 していた。6月 より処置室利用
　　が少な くな新担当者 と話すことが多 くなった。
Ⅳ.考 察






た情報提供がデイ ・ケアスタッフに対 しで きるように
なった。事例1で は軟膏処置等 を通 して、タッチングの
効果が期待 され不安の軽減に繋がったと考 える。事例2





　 1処 置室はデイ ・ケア通所者にほぼ毎 日利用 されてい
る。2休 養 ・軟膏処置等の利用 目的では利用者が固定 し
ている。3処 置室の利用は①デイ ・ケア通所者が 自分の
体調を意識 し表現する機会②デイ ・ケアス タッフへの情
報提供③受容の場 としての役割を果 している。
表1
曜
日
月
火
水
木
金
計
日
数
20
28
30
26
25
129
利用者数
人
数
52
93
2
411
45
603
男
18
31
0
95
18
162
女
6
103
40
169
17
335
平
均
人
数
2.6
3.3
0.1
15.8
1,8
4.7
利用 目的
合
計
53
97
3
415
47
615
血
圧
測
定
1
10
1
341
2
(30)
355
踏
罰
定
0
2
0
1
0
(3)
3
体
重
測
定
8
13
0
8
8
(7)
37
休
養
17
22
1
18
14
(4)
72
傾
聴
3
6
0
6
6
(3)
21
整
冤
置
18
21
0
20
12
(3)
71
塑
猫
2
6
0
7
3
(10)
18
突
き
指
他
3
6
0
6
1
(5)
16
聖
尋
0
2
0
2
1
(2)
5
そ
の
他
1
9
1
6
0
(15)
17
*利 用目的の合計の下の()内 は実人数である。
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表2
デイ ・ケア平均参加人数
処置室利用人数
処置室利用者の割合
全体
27.4人
6.1人
22.2%
月
323人
2.6人
8%
火
27.4人
3.3人
12%
木
25、6人
15.8人
61.7%
金
23.6人
1.8人
7.6%
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